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 論文審査の結果の要旨 
 Elham NOURANI 氏は平成 23 年 8 月にテヘラン大学環境科学部を卒業し、平成 25 年 12 月にテ




その結果を平成 29 年 7 月に主論文「Evaluating the future impacts of climate change on the 
movement of migratory birds」として完成させ、参考論文として学位論文の印刷公表論文 3 編（う
ち査読付き論文 3 編）を付して、博士（学術）の学位を申請した。 
 長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科教授会は、平成 29 年 7 月 19 日の定例教授会において
論文内容などを検討し、本論文を受理して差し支えないものと認め、上記の審査委員を選定した。
委員は主査を中心に論文内容について慎重に審議し、公開論文発表会を実施するとともに、最終試














も 50 年後には、当該海域の好適な風況は大きく失われることが示唆された（第 4 章）。最後に、
海域に点在する島嶼（琉球列島）を経由しながら渡りを行うサシバという鳥種を対象に、海洋の気
象条件の将来的変化が、この種の渡りにどのように影響するかを評価した。その結果、ハチクマと








Elham NOURANI が提出した研究成果は、博士論文として認められると認め、合格と判定した。 
 
